
議会の概要

北海道栗山町議会



■あゆみ

明治２１年　５月 宮城県角田藩士泉麟太郎　翁　夕張開墾業組合創立。２４名入植。

明治２３年　５月

明治３５年　１月

明治４０年　４月

昭和２４年　４月

昭和３８年　２月

昭和４１年　１月

昭和５３年　８月

昭和５４年１２月

昭和５７年　９月 第２回北海道町村議会広報コンクールで本町「議会だより」入選。

昭和６３年　９月

平成 元年　４月 御大師山一帯が環境庁より「ふるさといきものの里」として認定される。

平成　２年　６月 第１０回北海道町村議会広報コンクールで本町「議会だより」特選。

平成　６年　６月 第１４回北海道町村議会広報コンクールで本町「議会だより」入選。

平成　９年　６月 第１７回北海道町村議会広報コンクールで本町「議会だより」入選。

平成１２年　６月 第２０回北海道町村議会広報コンクールで本町「議会だより」入選。

平成１６年　２月 第１８回町村議会広報全国コンクールで本町「議会だより」奨励賞。

平成１８年　５月 栗山町議会基本条例制定

■位置と面積

■人口及び世帯数

男 女 計

昭和５５年（国勢調査） 8,398 9,084 17,482 5,220 3.4人

昭和６０年（国勢調査） 8,140 8,720 16,860 5,257 3.2人

平成　２年（国勢調査） 7,737 8,364 16,101 5,375 3.0人

平成　７年（国勢調査） 7,399 8,205 15,604 5,613 2.8人

平成１２年（国勢調査） 7,025 7,823 14,848 5,648 2.7人

平成１７年（国勢調査） 6,778 7,574 14,352 5,648 2.5人

平成１8年４月1日現在 6,804 7,541 14,345 6,127 2.3人

※平成１７年（国勢調査）の数値は速報であり、今後変更になることがある。

栗山町開基１００年記念式典。

年　　次
人　　　　　口

世帯数
１世帯当たり
人　　　口

角田村と村名公称。

   北海道の中央部に位置し、北は屈足山系をもって岩見沢市と、東は夕張山系に続く緩やかな
丘陵地帯で夕張市と接しています。町の西南を蛇行しながら流れる夕張川が、由仁町と長沼町
の境界となって、やや南北に細長い町が形成されており、面積２０３．８４ｋ㎡の眺望遥かなる肥
沃な地である。

総　　　　　記

２級町村制施行。

１級町村制施行。

町制施行栗山町と改称。

全国町村議会議長会より優良議会として表彰される。

全国町村会より優良町として表彰される。

宮城県角田市と栗山町が姉妹都市提携。

くりやま議会だより創刊号発刊。
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１８年度 構成比 １７年度 構成比 １８年度 構成比 １７年度 構成比

1 町 税 1,263,951 16.9% 1,280,938 15.1% 1 議 会 費 78,638 1.1% 80,517 0.9%

2 地 方 譲 与 税 230,000 3.1% 180,000 2.1% 2 総 務 費 1,665,276 22.3% 1,741,199 20.5%

3 利 子 割 交 付 金 3,000 0.0% 5,000 0.1% 3 民 生 費 1,270,641 17.0% 1,237,670 14.6%

4 配 当 割 交 付 金 500 0.0% 800 - 4 衛 生 費 296,390 4.0% 735,169 8.7%

5 株式等譲渡所得割交付金 700 0.0% 100 - 5 労 働 費 7,333 0.1% 8,643 0.1%

6 地 方 消 費 税 交 付 金 150,000 2.0% 150,000 1.8% 6 農 林 水 産 業 費 562,010 7.5% 1,128,818 13.3%

7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 15,000 0.2% 15,000 0.2% 7 商 工 費 173,006 2.3% 180,881 2.1%

8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 42,000 0.6% 42,000 0.5% 8 土 木 費 749,936 10.0% 818,741 9.6%

9 地 方 特 例 交 付 金 18,000 0.2% 34,000 0.4% 9 消 防 費 330,315 4.4% 337,206 4.0%

10 地 方 交 付 税 3,100,000 41.5% 3,240,000 38.1% 10 教 育 費 461,147 6.2% 487,706 5.7%

11 交通安全対策特別交付金 2,800 0.0% 2,800 0.0% 11 災 害 復 旧 費 3,207 0.0% 9,811 0.1%

12 分 担 金 及 び 負 担 金 151,775 2.0% 150,296 1.8% 12 公 債 費 1,869,101 25.0% 1,725,639 20.3%

13 使 用 料 及 び 手 数 料 269,629 3.6% 228,231 2.7% 13 諸 支 出 金 4,000 0.1% 4,000 0.0%

14 国 庫 支 出 金 305,516 4.1% 373,170 4.4% 14 予 備 費 1,000 0.0% 1,000 0.0%

15 道 支 出 金 583,695 7.8% 714,725 8.4%

16 財 産 収 入 13,305 0.2% 14,279 0.2%

17 寄 附 金 300 0.0% 300 0.0%

18 繰 入 金 583,021 7.8% 590,254 6.9%

19 繰 越 金 50,000 0.7% 50,000 0.6%

20 諸 収 入 318,408 4.3% 279,707 3.3%

21 町 債 370,400 5.0% 1,145,400 13.5%

7,472,000 100.0% 8,497,000 100.0% 7,472,000 100.0% 8,497,000 100.0%

722,823

1,825,900

2,329,880

704,420

151,890

710,090

134,100

北海道介護福祉学校特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

１８年度 １７年度

142,230

1,167,140

748,625

1,197,620

■特別会計等予算

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

１７年度

1,829,020

１８年度

142,480

（単位：千円）

2,546,160

■一般会計予算

歳　　　  入

合　　　  　　計

歳　　　  出

合　　　  　　計

（単位：千円）

一　　般　　会　　計　　歳　　入　　歳　　出　　予　算
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議席番号 氏　　　　　名 年齢 党派 職　業 所　属　委　員　会 当選回数

1 富
と み

澤
ざわ

敏
と し

道
みち

62 無 農 業 　副議長　　　文教厚生 3

2 楢
な ら

崎
さ き

忠
ただ

彦
ひこ

59 無 自 営 業 ○文教厚生 1

3 八 木 橋
や ぎ は し

義
よ し

則
の り

63 公 無 職 ○産業建設　　議会運営 3

4 磯
いそ

見
み

秀
ひで

喜
き

63 無 会社役員 　産業建設 4

5 伊
だ

達
て

佐
すけ

重
しげ

73 無 無 職 ○総務　　　○議会運営 2

6 原
はら

田
だ

儀
ぎ

雄
お

治
じ

78 共 政党役員 　産業建設　◎議会運営 9

7 鵜
う

川
かわ

恵
けい

一
いち

80 無 会社役員 　総務　 10

8 小
こ

寺
で ら

進
すすむ

70 無 農 業 ◎産業建設　　議会運営 3

9 置
おき

田
た

武
たけ

司
し

52 無 会社役員 　総務　　　　議会運営 1

10 重
しげ

山
やま

雅
ま さ

世
よ

62 共 政党役員 　文教厚生 2

11 本
ほん

田
だ

諭
さとし

59 無 農 業 ◎総務　　　　議会運営 3

12 友
と も

成
な り

克
かつ

司
じ

65 無 会社役員 ◎文教厚生　　議会運営 2

13 大
おお

平
ひら

逸
いつ

男
お

58 無 農 業 　産業建設 1

14 吉
よ し

本
も と

信
のぶ

昭
あ き

61 無 無 職 　総務 1

15 森
も り

克
かつ

己
み

68 無 農 業 　文教厚生 3

16 蛇
じ ゃ

谷
たに

富 士 男
ふ じ お

59 無 農 業 　文教厚生 1

17 山
やま

本
も と

修
しゅう

司
じ

51 無 会社役員 　産業建設 1

18 橋
はし

場
ば

利
と し

勝
かつ

60 無 農 業 　議長 3

無・・・無所属　　　共・・・日本共産党　　公・・・公明党　　◎・・・委員長　　○・・・副委員長

平成18年4月1日現在

■議会議員名簿
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２２名

　　定数条例数 １８名

１８名

　　任期満了時期

６人

６人

６人

　２人

　１人

１５人

　　　な　し

５０歳未満 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０歳以上 合計 平均 最高 最低

男 ０人 ６人 ７人 ４人 １７人 ６３．６歳 ８０歳 ５１歳

女 ０人 ０人 １人 ０人 １人 ６２歳 ６２歳 ６２歳

合計 ０人 ６人 ８人 ４人 １８人 ６３．５歳 ８０歳 ５１歳

■議員定数

　　総務常任委員会

　　産業建設常任委員会

　　文教厚生常任委員会

　　現員数

■常任委員会（任期２年）

　　法定数　／上限値　　　　　

平成19年4月30日

　　無所属

■会派

■年齢別議員数

（平成１８年４月１日現在）

　　（議長は委員となった後辞任する。）

■議員の党派別

　　日本共産党

　　公明党
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■議会運営委員会

　（１）任期 ２年

　（２）設置日

　（３）委員数 ７人

委 員 長 原 田 儀 雄 治

副 委 員 長 伊 達 佐 重

八 木 橋 義 則 小 寺 進 置 田 武 司

本 田 諭 友 成 克 司

参　考

本会議日数
休会中の

委員会日数
その他の
休会日数

計
本会議日

委員会日数

１
回

３月 ５日 ６日 ７日 １８日 ‐ ２９人

２
回

６月 ３日 ‐ ‐ ３日 ‐ ３２人

３
回

９月 ２日 ‐ ‐ ２日 ‐ ９人

４
回

12月 ３日 ‐ ‐ ３日 １日 １９人

１３日 ６日 ７日 ２６日 １日 ８９人

５日 ‐ ‐ ５日 ２日 ８人

１８日 ６日 ７日 ３１日 ３日 ９７人

一　般
傍聴者

会　期　日　数

計

委 員

年間計９回

　（１）本会議開催状況（平成１７年中）

平成3年5月8日

議　会　運　営

臨時会５回

■議会活動

区　分

定
例
会

５



　（２）付議事件等（平成１７年中）

条
例

予
算

決
算

そ
の
他
事
件

専
決
処
分

法
一
七
九
条
の
み

計
条
例

意
見
書

決
議

規
則
そ
の
他

計

19 32 8 15 75 ‐ 16 ‐ 1 17 92

5 7 ‐ 1 16 ‐ ‐ ‐ 1 1 17

24 39 8 16 91 ‐ 16 ‐ 2 18 109

16 31 ‐ 16 67 ‐ 16 ‐ 1 17 84

常任 4 ‐ ‐ ‐ 4 ‐ ‐ ‐ 1 1 5

議運 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

特別 4 8 8 ‐ 20 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 20

計

16

64

定例会延人数 ２２人 （実人数　１３人）

特
別
委
員
会

公共施設使用料等審査特別委員会 5

委　　員　　会　　別

　（４）一般質問（平成１７年中）

決算特別委員会

議会広報特別委員会

計

23

4

‐

‐

‐

　（３）委員会開催状況（平成１７年中）

常
任
委
員
会

25

開催日数

6

9

合計

提出者別・種類別

町長提出 議員提出

3

4

2

11

区分

審
議
方
法

定　例　会

臨　時　会

計

委
員
会
付
託

本会議即決

1

予算特別委員会

総務常任委員会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

文教厚生常任委員会

16

5

10
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なし

付託年月日 委員会付託 議決年月日 審議結果

1 １７．６．２３ 常任委員会 １７．１１．４ 不採択

議決月日 審議結果

1 3月17日 可決

2 〃 〃

3 〃 〃

4 〃 〃

5 6月23日 〃

6 〃 〃

7 〃 〃

8 〃 〃

9 取り下げ

10 6月23日 可決

11 〃 〃

12 9月14日 〃

13 12月15日 〃

14 〃 〃

15 〃 〃

16 〃 〃

17 〃 〃

最低保障年金制度の創設を求める意見書

私学助成の「北海道単独上乗せ補助全廃」の方針を改め、拡充を求める意
見書

分権時代の新しい地方議会制度の構築を求める意見書

消費生活相談体制の充実・強化を求める意見書

過剰米対策の中止と米価の下支え制度の拡充を求める意見書

介護保険法「改定」案の撤回と改善を求める意見書

障害者自立支援法案の撤回を求める意見書

北海道の最低賃金に関する意見書

国の季節労働者冬期援護制度の存続・拡充に関する意見書

請負・派遣労働の改善を求める意見書

　（６）意見書（平成１７年中）

件　　　　　　　　　　　　　　　　　名

北方領土の早期復帰の実現及び竹島の領土権保全等に関する要望意見
書

若年雇用の拡大へ抜本的対策を求める意見書

乳幼児医療費助成の現物給付への国保国庫負担金等の減額調整（ペナル
ティー）の廃止を求める意見書

道路整備に関する意見書

２００６年医療制度改革に関する意見書

　（５）請願・陳情（平成１７年中）

・審議した請願

件　　　　　　　　　　　名

・審議した陳情

３０人以下学級実現等教育予算の充実を求め、義務教育費国庫負担法を
改定することに反対する意見書

栗山保育所及び公立保育所の民営化計画に反対す
る陳情

食料・農業・農村基本法に基づく基本計画に関する意見書
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３月 ６月 ９月 １２月 計 平均 可決 否決

　４年 1 ‐ 3 3 7 1.8 7 ‐

　５年 2 3 4 5 14 3.5 14 ‐

　６年 3 5 2 ‐ 10 2.5 10 ‐

　７年 1 4 4 1 10 2.5 10 ‐

　８年 6 3 3 ‐ 12 3.0 12 ‐

　９年 3 4 5 5 17 4.3 17 ‐

１０年 9 6 4 4 23 5.8 23 ‐

１１年 4 6 13 5 28 7.0 28 ‐

１２年 8 2 4 4 18 4.5 18 ‐

１３年 12 4 3 5 24 6.0 24 ‐

１４年 6 5 5 9 25 6.3 25 ‐

１５年 9 3 6 3 21 5.3 21 ‐

１６年 7 4 8 6 25 6.3 25 ‐

１７年 4 6 1 5 16 4.0 16 ‐

報酬 手当 共済費 報償費 旅費 交際費 需要費 役務費 委託料

44,868 18,920 5,076 80 3,256 750 1,320 145 1251

使用料及
び賃借料

備　　品
購入費

負担金補助
及び交付金 計

336 30 2,606 78,638

　　町長９０／１００　　助役９２／１００

　　収入役・教育長９３／１００　

※Ｈ17.4.1～18.3.31減額
　　町長８０／１００　　助役８５／１００

　　収入役・教育長９３／１００　

※Ｈ18.6.1～19.3.31減額
　　町長８０／１００　　助役８５／１００

区　　分 現　　　　行 　摘　　　　要

町　　長
※Ｈ15.4.1～17.3.31減額

H11. 4. 1適用　

８８３，０００円

　（７）意見書の推移

注：６、１１、１３、１５、１６年は臨時会１件含む

■議会事務局

　（１）設置年月日

助　　役

教育長

７０３，０００円

　　教育長９0／１００　
６４５，０００円

　（２）職員数

昭和24年5月1日

■特別職給料

定員　３人　　　　現員　３人

■平成１８年度議会費予算（当初）

一般会計予算総額に対する割合  １.１％

(単位：千円）　※職員の給与等は含まず
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■報酬

区　　分

日　　当

宿泊料

※町外日当については日帰り５０km圏内を除く

期末手当

４４０／１００

１５％加算

年　　間

■費用弁償

町　　内

　　　６，０００円

H11. 4. 1適用

１９６，０００円議　　員

３００，０００円

　　　２，６００円

　　１１，８００円

町　　外 道　　外

　　　３，３８０円

　　１５，３４０円

名　　称

栗山町監査委員

南空知消防組合
議会議員

※車賃（１ｋｍ）　３７円

※冬期間（１１月1日～３月３１日）の宿泊料は定額の５００円増。

■各種委員

　法令に基づき議会の推せん又は同意、若しくは選挙により選任された議員

氏　　名 就任年月日

H17. 7.20

H15. 5 . 7

H15. 5 . 7

H15. 5 . 7

H20. 7.19

南空知葬斎組合
議会議員

小　寺　　　進

森　　　克　己

小　寺　　 　進
友　成　克　司
大　平　逸　男

重　山　雅　世
本　田　 　　諭
吉　本　信　昭

栗山町農業
委員会委員

南空知葬祭組合規約
第５条第２項

根　拠　法　令

農業委員会等に関する
法律第１２条第１項第２
号（推せん）

地方自治法第１９６条
第１項

南空知消防組合規約
第５条第２項

満了年月日

H19. 4.30

H19. 4.30

H19. 4.30

報酬月額

現行
適用区分

２３９，０００円

２１２，０００円

議　　長

副議長

委員長

９



歴
代 議長名 就任年月日 退任年月日

歴
代 副議長名 就任年月日 退任年月日

1 小　林　米三郎 昭和21．10．21 昭和22． 4．29 1 山田新右衛門 昭和21．10．21 昭和22． 4．29

2 高　山　金　作 昭和22． 5． 7 昭和26． 4．30 2 金　森　兼　吉 昭和22． 5． 7 昭和26． 4．30

3 高　山　金　作 昭和26． 5． 8 昭和30． 4．30 3 松　原　東一郎 昭和26． 5． 8 昭和30． 4．30

4 松　原　東一郎 昭和30． 5．12 昭和34． 4．30 4 斉　藤　冨　吉 昭和30.  5．12 昭和34． 4．30

5 松　原　東一郎 昭和34． 5． 8 昭和38． 4．30 5 斉　藤　冨　吉 昭和34． 5． 8 昭和38． 4．30

6 奥　田　輝　生 昭和38． 5． 9 昭和42． 4．30 6 大　井　悦　郎 昭和38． 5.  9 昭和42． 4．30

7 谷　田　凉　一 昭和42． 5． 9 昭和46． 4．30 7 斉　藤　冨　吉 昭和42． 5． 9 昭和46． 4．30

8 奥　田　輝　生 昭和46． 5． 7 昭和50． 4. 30 8 斉　藤　冨　吉 昭和46． 5． 7 昭和48． 4．14

9 中　谷　市之進 昭和50． 5． 7 昭和54． 4．30 9 中　谷　市之進 昭和48． 5． 9 昭和50．4．30

10 中　谷　市之進 昭和54． 5． 4 昭和58． 4．30 10 長　澤　豊太郎 昭和50.  5． 7 昭和54． 4．30

11 丸　山　忠　信 昭和58． 5． 6 昭和62． 4．30 11 岸　本　晴　孝 昭和54． 5.  4 昭和58． 4．30

12 丸　山　忠　信 昭和62.  5.  7 平成  3． 4．30 12 山　本　正　之 昭和58． 5． 6 昭和62. 4．30

13 丸　山　忠　信 平成 3． 5． 8 平成  7． 4．30 13 山　本　正　之 昭和62.  5． 7 平成 3. 4．30

14 木　村　忠　正 平成 7． 5．12 平成10． 4．20 14 木　村　忠　正 平成 3． 5． 8 平成 7.  4．30

15 長　澤　　 　彰 平成10． 4．20 平成11． 4．30 15 長　澤　　　彰 平成 7． 5．12 平成10． 4．19

16 長　澤　　 　彰 平成11． 5． 7 平成12． 9．24 16 木　内　勲　雄 平成10． 4．20 平成11． 4．30

17 橋　場　利　勝 平成12．10．20 平成15． 4．30 17 磯　見　秀　喜 平成11． 5.  7 平成15． 4．30

18 橋　場　利　勝 平成15． 5.  7 18 富　澤　敏　道 平成15． 5.  7

■歴代正副議長
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